
等
に
い
つ
乗
船
の
順
番
が
ま
わ
っ
て
く
る
の
か
、
そ
れ
ま
で
怪
我

や
病
気
し
な
い
よ
う
に頑
張
り
抜
い
て
欲
し
い
、
と
、
心
の
な
か
で

祈
っ
て
い
た
。

チ
チ
ハ
ル
の
弾
薬
庫
に
収
容
さ
れ
て
い
た
時
黄
疸
に
た
お
れ
、

中
隊
の
古
参
兵
や
同
年
兵
と
行
動
を
と
も
に
で
き
な
い
不
安
と
焦

慮
は
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
そ
れ
が
幸
い
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
古
参
兵
と
初
年
兵
の
き
ず
な
は
、
捕
虜
に
な
っ
て
も
か
わ
ら

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
お
そ
ら
く
軍
隊
の
延
長
で
は
な
か
っ

た
か
、
私
は
他
隊
の
兵
隊
と
年
次
を
考
え
な
い
対
等
の
つ
き
あ
い

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

四
、
復
員
し
て

復
員
し
て
我
を
取
り
戻
し
て
か
ら
も
寒
気
と
飢
え
に
打
ち
ひ
し

が
れ
、
ソ
連
兵
に
追
わ
れ
て
い
る
夢
を
い
く
ど
も
み
た
こ
と
か
。

よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
こ
ろ
、
東
京
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
英
文
の
呼
び

出
し
状
と
そ
の
翻
訳
文
を
い
れ
た
厚
生
省
か
ら
の
出
頭
要
請
が
と

ど
い
た
。
要
は
米
軍
の
情
報
入
手
活
動
に
協
力
さ
せ
る
た
め
で

あ
っ
た
が
、
真
実
、
私
は
提
供
す
る
だ
け
の
知
識
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
四
日
間
釘
づ
け
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

六
十
三
年
四
月
、
舞
鶴
に
引
揚
記
念
館
が
竣
工
し
た
。
私
は
ひ

か
れ
る
も
の
を
感
じ
て
、
一
日
、
妻
と
記
念
館
を
訪
ね
て
み
た
。

比
較
的
若
い
見
学
者
が
多
い
よ
う
に
思
っ
た
が
、
彼
等
の
表
情
に

は
な
ん
の
感
慨
も
な
い
よ
う
に
み
え
た
。
私
は
陳
列
さ
れ
て
い
る

品
々
を
み
て
胸
が
つ
ま
っ
た
が
、
こ
れ
を
持
っ
て
生
還
で
き
た
人

は
真
実
幸
運
で
あ
っ
た
と
思
っ
た
。

戦
争
体
験
の
記
　 

滋
賀
県
　
西
尾
亀
三
　 

昭
和
十
四
年
二
月
、
私
は
現
役
兵
と
し
て
濱
江
省
巴
彦
に
あ
っ

た
満
州
第
七
七
五
部
隊
第
一
中
隊
軽
機
班
に
入
隊
し
た
。

二
月
二
十
日
、
大
阪
に
集
合
、
迎
え
に
来
た
部
隊
か
ら
の
将
校
、

中
隊
か
ら
の
下
士
官
の
い
ん
そ
つ
に
よ
り
大
阪
港
か
ら
大
連
に
上

陸
、
ハ
ル
ピ
ン
を
通
過
、
巴
彦
に
着
い
た
。
夜
に
な
る
と
零
下
十

度
を
越
え
、
出
入
口
開
閉
戸
の
金
具
を
に
ぎ
る
と
手
か
ら
は
な
れ

な
い
こ
と
が
今
も
頭
の
な
か
に
あ
る
。

三
か
月
の
初
年
兵
教
育
の
お
わ
ら
ぬ
昭
和
十
四
年
六
月
、
ノ
モ

ン
ハ
ン
で
ソ
連
の
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。
大
型
戦
車
を
先
頭
に
機
械



力
に
よ
る
攻
撃
で
あ
る
。
わ
が
第
一
中
隊
は
ハ
ル
ピ
ン
へ
の
出
動

命
令
を
受
け
て
出
発
し
た
。
先
輩
の
三
年
兵
は
第
一
線
ノ
モ
ン
ハ

ン
へ
向
か
っ
た
。
少
数
の
二
年
兵
と
一
部
の
初
年
兵
で
巴
彦
留
守

隊
の
警
備
に
つ
い
た
。

ハ
ル
ピ
ン
の
中
隊
本
部
へ
の
連
絡
は
、
松
花
江
を
走
る
連
絡
船

の
利
用
で
あ
る
。
巴
彦
と
ハ
ル
ピ
ン
間
は
武
装
し
て
い
る
が
言
葉

の
通
じ
な
い
一
般
人
と
共
に
往
復
し
た
と
き
の
こ
と
は
今
で
も
忘

れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

第
一
線
に
出
て
、
ソ
連
戦
車
に
体
あ
た
り
し
て
帰
隊
す
る
こ
と

の
な
か
っ
た
三
年
兵
殿
の
冥
福
を
お
祈
り
し
て
い
る
。
多
く
の
犠

牲
を
出
し
た
が
、
強
力
な
わ
が
軍
の
反
撃
に
よ
り
、
ソ
連
軍
は
短

期
で
引
き
揚
げ
た
。

ソ
連
国
境
が
重
要
と
な
り
関
東
軍
の
精
鋭
が
北
進
し
た
。
わ
が

第
七
七
五
部
隊
は
三
江
省
黒
龍
江
の
治
安
を
守
る
任
務
を
受
け
、

第
一
中
隊
は
最
前
線
の
同
江
（
松
花
江
と
黒
龍
江
の
合
流
点
）
の

守
備
に
つ
い
た
。
分
遣
が
多
く
、
街
津
口
・
将
校
以
下
二
十
人
、

三
江
口
・
兵
五
人
（
満
人
農
民
服
で
）
満
州
警
察
隊
と
同
居
、
二

龍
山
・
将
校
、
兵
五
人
等
で
、
中
隊
本
部
へ
の
連
絡
は
単
身
で

マ
ー
チ
ョ
（
住
民
の
馬
車
）
ま
た
は
乗
馬
で
あ
る
。

冬
期
の
夜
は
零
下
十
五
度
か
ら
二
十
度
に
な
る
。
絶
え
ず
動
い

て
い
な
け
れ
ば
凍
傷
に
な
る
。
黒
龍
江
（
五
百
メ
ー
ト
ル
）
の
向

い
は
ソ
連
領
で
凍
結
し
て
陸
続
き
と
同
様
で
あ
る
。
緊
張
の
う
ち

に
三
年
が
経
過
し
た
。

再
役
し
な
い
我
々
は
除
隊
、
内
地
帰
り
と
な
っ
た
。

多
く
の
同
年
兵
が
再
役
し
、
下
士
官
に
な
り
、
現
地
守
備
を
続

け
た
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
軍
が
満
州
国
内
へ
侵
攻

し
た
。
戦
友
た
ち
は
富
錦
陣
地
を
中
心
に
強
固
な
反
撃
を
し
て

戦
っ
た
が
、
三
百
人
を
越
え
る
犠
牲
者
を
だ
し
た
。
最
後
の
一
人

ま
で
戦
う
決
意
で
あ
っ
た
が
、
日
本
人
の
一
般
人
も
護
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
上
部
か
ら
の
命
令
に
よ
り
南
下
し
た
。
生
き

残
っ
た
戦
友
は
捕
虜
と
し
て
ソ
連
に
連
行
さ
れ
、
二
年
、
三
年
と

苦
し
い
労
苦
を
重
ね
た
。
長
い
者
は
さ
ら
に
中
国
に
送
ら
れ
七
年

ま
た
は
八
年
後
に
帰
国
し
た
。
私
は
台
湾
で
終
戦
を
迎
え
た
。

私
は
昭
和
十
七
年
五
月
除
隊
、
三
重
県
に
帰
り
、
軍
需
工
場
の

ほ
か
に
働
く
と
こ
ろ
は
な
く
、
職
業
指
導
所
で
い
わ
れ
る
ま
ま
に

三
重
県
四
日
市
市
第
二
海
軍
燃
料
■
に
入
■
し
た
。

精
製
部
の
原
動
缶
（
日
立
ヤ
ー
ロ
ー
式
）
三
基
の
フ
ル
運
転
、

八
人
一
組
で
二
十
四
時
間
を
二
交
替
、
百
屯
の
石
炭
を
使
用
す
る



日
も
あ
り
、
投
入
口
が
遠
く
な
る
と
。
パ
イ
ス
ケ（
竹
ザ
ル
紐
付
）

二
個
を
肩
に
三
十
キ
ロ
を
に
な
い
板
橋
の
う
え
を
繰
り
返
し
走

る
。
戦
い
に
勝
つ
た
め
と
思
え
ば
こ
そ
出
来
た
の
だ
ろ
う
。

翌
十
八
年
九
月
、
台
湾
第
六
海
軍
燃
料
■
に
転
勤
の
指
示
を
受

け
、
単
身
出
発
。
名
古
屋
駅
か
ら
海
軍
の
証
明
に
よ
り
佐
世
保
に

向
か
う
。
岡
山
通
過
の
こ
ろ
か
ら
空
襲
と
な
る
。
暗
闇
の
佐
世
保

に
着
き
、
防
空
壕
で
一
夜
を
明
か
す
。
翌
日
海
兵
団
に
集
合
す
る

も
出
発
期
日
は
未
定
と
の
こ
と
。
佐
世
保
港
入
口
近
く
ま
で
ア
メ

リ
カ
軍
の
潜
水
艦
が
来
て
い
る
と
も
耳
に
は
い
る
。
一
週
間
後
、

緊
急
集
合
で
船
団
を
組
み
台
湾
に
向
い
出
港
し
た
。

乗
船
し
た
浅
間
丸
が
主
力
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
時
々
甲
板
か
ら

爆
雷
を
投
下
し
な
が
ら
走
っ
た
。
目
的
の
高
雄
を
基
隆
に
変
更
し

て
上
陸
し
た
。
鉄
道
に
よ
り
高
雄
の
第
六
海
軍
燃
料
■
に
着
く
。

建
設
途
上
に
て
生
産
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
精
製

部
で
内
地
人
三
人
と
台
湾
の
青
年
二
十
人
余
で
の
作
業
で
あ
る
。

原
油
は
な
く
ア
ル
コ
ー
ル
燃
料
化
等
が
主
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
九

年
に
な
り
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。

台
湾
沖
海
戦
で
は
敵
艦
載
機
が
低
空
を
と
び
ま
わ
り
撃
つ
弾
丸

が
擬
装
の
丸
竹
に
あ
た
り
パ
チ
パ
チ
と
音
を
立
て
る
。
一
目
散
に

防
空
壕
に
飛
び
込
む
。
い
つ
ま
で
命
が
あ
る
か
と
思
え
ば
寒
気
が

し
た
。
そ
れ
に
引
き
つ
づ
き
上
空
か
ら
米
軍
重
爆
撃
機
Ｂ25

が
大

編
隊
で
悠
々
と
飛
来
し
て
上
空
手
前
で
投
下
す
る
。
シ
ュ
ル
シ
ュ

ル
引
き
続
く
音
が
防
空
壕
の
な
か
に
聞
こ
え
、
そ
の
後
大
き
な
爆

発
音
が
す
る
。
最
初
の
空
襲
で
は
考
え
る
余
地
も
な
く
あ
ぜ
ん
と

し
て
い
た
が
、
度
重
な
る
空
襲
で
敵
機
の
行
動
を
み
て
危
険
を
知

る
こ
と
が
出
来
た
。
重
爆
撃
機
Ｂ29

高
度
八
千
メ
ー
ト
ル
と
聞
く

が
、
わ
が
海
軍
地
上
部
隊
の
対
空
射
撃
力
は
高
度
六
千
メ
ー
ト
ル

以
下
と
聞
き
心
淋
し
い
思
い
を
し
た
。
昭
和
二
十
年
の
春
を
越
え

る
と
台
湾
上
空
を
敵
機
は
飛
ぶ
が
襲
撃
は
な
く
な
り
通
過
の
み
で

あ
っ
た
。
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
の
み
が
耳
の
入
り
、
作
業
の
進
展
も
な

く
、
施
設
を
み
ま
わ
っ
て
い
る
毎
日
が
つ
づ
い
た
。

八
月
十
五
日
終
戦
と
な
る
。
台
湾
人
は
皆
施
設
を
は
な
れ
、
第

六
海
軍
燃
料
■
は
閉
鎖
さ
れ
る
。
内
地
人
は
施
設
内
部
に
集
結
し

指
示
を
待
つ
。
二
十
一
年
五
月
海
軍
軍
人
と
共
に
、
少
々
の
小
物

を
手
に
内
地
送
還
と
な
り
、
大
竹
港
に
上
陸
、
現
金
一
千
円
を
受

け
取
り
郷
里
の
兄
の
家
に
着
く
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
の
帰
国
で
あ
る
が
、
元
満
州
関
東
軍
で
の

戦
友
の
生
存
者
を
探
し
合
い
、
年
に
一
度
の
四
十
人
あ
ま
り
の
会



合
を
お
こ
な
い
、
戦
没
者
と
物
故
者
の
冥
福
を
祈
り
つ
づ
け
て
い

る
。

ソ
満
国
境
警
備
体
験
記　 

山
梨
県
　
末
木
定
弘
　 

昭
和
十
五
年
一
月
十
日
現
役
兵
と
し
て
東
京
都
世
田
谷
野
砲
兵

東
部
十
三
部
隊
に
入
隊
し
た
。
翌
日
か
ら
注
射
の
毎
日
で
と
き
に

は
二
四
時
間
安
静
の
四
種
混
合
注
射
を
受
け
た
。
一
月
十
八
日
外

地
派
遣
の
た
め
、
品
川
駅
を
出
発（
行
先
不
明
）

。
途
中
、
静
岡
市

の
大
火
の
残
煙
を
車
窓
よ
り
み
る
。

下
関
―
門
司
（
一
泊
）

、
釜
山
―
満
鉄
と
進
み
、
一
月
二
十
三
日

頃
満
州
国
黒
河
省
孫
呉
到
着
。
こ
こ
で
ほ
と
ん
ど
の
同
年
兵
が
下

車
し
た
。
満
州
第
五
一
四
部
隊
本
隊
の
所
在
地
で
あ
っ
た
。

同
年
兵
と
分
か
れ
、
我
々
は
長
い
時
間
列
車
に
缶
づ
め
に
さ

れ
、
さ
ら
に
北
の
黒
河
省
黒
河
駅
で
下
車
し
た
。
夜
半
で
あ
る
。

は
じ
め
て
大
陸
の
き
び
し
い
寒
さ
に
接
し
身
ぶ
る
い
し
た
。

迎
え
の
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
、
同
国
最
北
端
の
法
別
拉
陣
地
（
■

琿
県
）
に
到
着
し
た
。
一
月
二
十
四
日
未
明
、
一
行
百
五
十
人
ぐ

ら
い
だ
っ
た
と
思
う
、
バ
ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
木
造
兵
舎
に
は
い
り

二
、
三
年
兵
に
迎
え
ら
れ
た
。
夜
明
け
と
共
に
あ
た
り
は
一
面
銀

世
界
の
山
岳
地
帯
と
な
っ
た
。
点
々
と
淋
し
く
白
樺
の
木
が
あ

る
。満

州
第
五
百
十
四
部
隊
派
遣
法
別
拉
陣
地
第
二
中
隊
斎
藤
隊
で

あ
っ
た
。

各
班
に
配
属
さ
れ
一
日
は
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
が
出
来
た
が
、

翌
日
か
ら
は
き
び
し
い
軍
隊
生
活
が
始
ま
っ
た
。
観
測
、
通
信
、

砲
手
、
馭
者
と
配
分
さ
れ
、
小
生
は
通
信
で
あ
っ
た
。

日
な
ら
ず
し
て
二
、
三
年
兵
の
怒
号
が
各
班
で
お
き
た
。
気
が

ゆ
る
ん
で
い
る
と
い
う
ビ
ン
タ
の
私
的
制
裁
で
あ
る
。

二
年
兵
の
戦
友
を
一
人
受
け
持
ち
先
輩
の
す
べ
て
の
面
倒
を
み

た
。
順
番
の
こ
と
で
初
年
兵
の
役
目
で
あ
っ
た
。
枕
等
よ
ご
れ
て

い
る
と
金
魚
の
絵
と
水
が
ほ
し
い
と
赤
い
チ
ョ
ー
ク
で
書
か
れ
、

洗
濯
せ
よ
と
の
意
味
で
あ
っ
た
。
百
メ
ー
ト
ル
も
は
な
れ
た
く
ぼ

地
の
水
の
た
ま
り
で
氷
を
割
っ
て
の
洗
濯
、
そ
と
は
零
下
三
十
度

の
寒
さ
、
耳
も
手
も
ち
ぎ
れ
る
寒
さ
で
あ
っ
た
。

通
信
兵
と
し
て
毎
日
教
育
を
受
け
、
手
旗
信
号
か
ら
観
測
野
砲




